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16人大 原 集 会 所４月16日
10人翠ケ丘集会所４月20日
２人朝日ケ丘集会所４月21日
５人茶 屋 集 会 所４月23日
19人西 山 幼 稚 園４月24日
10人春 日 集 会 所４月27日
17人前 田 集 会 所４月28日
12人打 出 集 会 所５月８日
21人奥 池 集 会 所５月９日
10人西 蔵 集 会 所５月11日
４人竹 園 集 会 所５月12日
14人潮 見 集 会 所６月23日
10人浜 風 集 会 所６月25日
14人総 合 公 園６月26日
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迎
バ
ス
を
見
か
け
る
が
、
あ
ま
り
人
が

　

乗
っ
て
い
な
い
。

◇
送
迎
バ
ス
の
経
路
の
途
中
で
も
、
乗
降

　

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

◆
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
陽
光
町
住
民

　

の
利
便
性
の
問
題
と
集
客
性
か
ら
開
始

　

し
ま
し
た
が
、
利
用
人
数
が
少
な
い
こ

　

と
か
ら
、
六
月
か
ら
芦
屋
病
院
・
セ
ン

　

ト
マ
リ
ア
病
院
・
南
芦
屋
浜
病
院
を
つ

　

な
ぐ
三
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
バ
ス
と
し

　

て
運
行
し
て
い
ま
す
。
完
全
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

　

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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◇
昨
年
十
二
月
に
、
議
会
で
請
願
書
が
採

　

択
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
市
の
動
き
が

　

見
ら
れ
な
い
。

◇
騒
音
調
査
は
、
い
つ
行
う
の
か
？

◆
こ
の
問
題
は
、
請
願
も
議
会
で
全
会
一

　

致
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
み
は

　

十
分
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

騒
音
調
査
は
、
六
月
に
延
べ
三
回
実
施

　

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
対
策
を

　

講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
生

　

活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
承
知
し

　

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
自
由
な
航
行
地

　

域
で
あ
る
の
も
事
実
で
す
の
で
、
兼
ね

　

合
い
を
見
定
め
、
早
急
に
対
応
し
た
い

　

と
思
い
ま
す
。
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◇
奥
池
地
区
で
は
、
水
道
管
が
さ
び
て
い

　

る
の
か
赤
水
や
に
ご
り
水
が
出
て
く
る
。

　

飲
料
水
で
あ
り
、
今
後
健
康
被
害
に
発

　

展
し
な
い
よ
う
に
、
早
急
に
対
応
し
て

　

ほ
し
い
。

◆
水
道
管
の
老
朽
化
が
原
因
で
あ
る
と
考

　

え
て
い
ま
す
。
年
次
計
画
を
立
て
、
水

　

道
管
の
更
正
工
事
等
を
実
施
し
、
赤
水

　

や
に
ご
り
水
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
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◇
芦
有
道
路
を
芦
有
開
発
が
手
放
す
こ
と

　

に
な
れ
ば
、
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
生

　

活
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

最
善
の
方
法
を
選
択
し
て
、
対
策
を
講

　

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
芦
有
開
発
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い

　

現
時
点
で
は
、
市
が
対
策
を
講
じ
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
と
な
れ
ば
、

　

今
後
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
き
た
い

　

と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

◇
船
戸
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い
て

　

は
反
対
。
住
民
が
知
ら
な
い
間
に
、
事

　

態
が
進
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

◆
皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
う
ち
に
決
ま
っ
た

　

と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
と
思
い

　

ま
す
。
し
か
し
、
法
的
に
問
題
が
な
け

　

れ
ば
、
認
め
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
業
者
と
住
民
と
の
意
見
の
隔

　

た
り
が
大
き
い
た
め
、
業
者
へ
は
説
明

　

義
務
を
果
た
す
よ
う
行
政
指
導
は
今
後

　

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

◇
三
条
集
会
所
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

◆
過
去
か
ら
の
経
緯
や
財
政
上
の
問
題
も

　

あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
要
望
と
し
て
お

　

聞
き
し
ま
す
。

◇
職
員
給
与
が
全
国
三
位
と
い
う
の
を
新

　

聞
で
見
た
。
内
容
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

◆
平
均
年
収
が
上
位
に
な
っ
た
の
は
、
年

　

齢
構
成
も
あ
り
ま
す
が
、
国
の
地
域
手

　

当
に
準
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も

　

の
で
す
。
本
給
だ
け
で
は
、
平
成
十
九

　

年
度
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は　

・
９
、

99

　

平
成
二
十
年
度
は　

を
少
し
超
え
て
い

100

　

ま
す
が
、
国
と
の
均
衡
は
取
れ
て
い
る

　

と
思
い
ま
す
。
阪
神
間
で
も
、
高
い
方

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
市

　

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
か
。

◇
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
広
報
紙
等
で

　

し
っ
か
り
周
知
し
て
ほ
し
い
。

◆
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
掲

　

示
板
に
計
四
回
お
知
ら
せ
を
貼
り
出
し
、

　

初
回
は
全
戸
配
布
も
同
時
に
行
い
、
皆

　

さ
ん
へ
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
学
校
園

　

に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
対

　

応
策
を
ま
と
め
た
も
の
を
、
各
家
庭
へ

　

児
童
を
通
じ
て
通
知
し
ま
し
た
。
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◇
緑
公
園
の
中
央
緑
道
の
街
灯
が
、
見
え

　

づ
ら
く
暗
い
。
刈
り
込
み
し
て
ほ
し
い
。

◆
潮
見
西
公
園
か
ら
西
浜
公
園
東
側
ま
で
、

　

低
い
位
置
に
縦
型
の
蛍
光
灯
を
二
年
で

　

設
置
す
る
予
定
で
す
。
で
き
る
だ
け
、

　

邪
魔
に
な
ら
な
い
場
所
に
設
置
し
た
い

　

と
思
い
ま
す
。
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◇
学
校
図
書
が
充
実
し
て
い
な
い
の
で
は

　

な
い
か
。

◆
今
年
度
は
、小
学
校
で
前
年
比
一
・
七
倍
、

　

中
学
校
で
は
二
倍
以
上
の
学
校
図
書
費

　

の
予
算
を
組
ん
で
お
り
、図
書
の
充
実

　

に
努
め
ま
す
。ブ
ッ
ク
ワ
ー
ム
芦
屋
っ

　

子
・
図
書
リ
ス
ト
四
〇
〇
選
も
作
成
し

　

ま
し
た
。

◇
奥
池
地
区
の
、
小
中
学
生
の
バ
ス
通
学

　

定
期
代
の
補
助
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
。

◆
通
学
に
は
バ
ス
に
乗
ら
ざ
る
を
得
な
い

　

こ
と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
。
自

　

治
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
重
く
受
け

　

止
め
て
い
ま
す
。
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◇
南
芦
屋
浜
と
芦
屋
病
院
を
結
ぶ
直
通
送
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◇
山
手
幹
線
が
で
き
る
と
交
通
量
が
増
え

　

る
の
で
、
山
手
幹
線
北
側
か
ら
安
全
に 

　

Ｊ
Ｒ
に
向
か
う
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

◆
構
造
上
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
は
で
き
ま

　

せ
ん
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

　

て
も
、
同
様
に
困
難
か
と
考
え
て
い
ま

　

す
が
、
構
造
的
に
さ
ら
に
詳
細
に
調
査

　

し
ま
す
。

◇
楠
町
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
に
つ
い
て
、
南
北
の

　

幅
員
が
異
な
っ
て
い
る
上
、
歩
道
が
極

　

端
に
狭
い
。
小
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ

　

て
お
り
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

◆
踏
切
の
幅
は
、
狭
い
北
側
の
道
路
の
幅

　

が
標
準
に
な
り
ま
す
の
で
広
げ
る
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。
踏
切
内
の
白
線
を
移

　

動
し
て
歩
道
を
広
げ
、
南
側
の
歩
道
で

　

滞
留
部
分
と
な
る
と
こ
ろ
を
も
う
少
し

　

広
げ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
通
学
路
の

　

変
更
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
遠
回
り
と

　

な
る
た
め
変
更
は
難
し
い
と
考
え
て
い

　

ま
す
。

◇
道
路
が
老
朽
化
し
て
い
る
。
舗
装
な
ど

　

の
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

◆
今
年
度
、
全
市
の
道
路
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
に
よ
り
優
先
順
位
を
つ
け
、

　

緊
急
度
に
応
じ
て
舗
装
し
て
い
く
予
定

　

で
す
。

◇
以
前
、
赤
池
ダ
ム
の
歩
道
の
北
側
に
防

　

護
柵
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
が
、
南
側
も

　

危
な
い
の
で
早
急
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◆
今
年
度
中
に
、
設
置
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
��	


�
�


�
�

◇
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
市
街
地
の
再
開
発
は
、

　

ど
う
な
る
の
か
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
始
ま
る
第
四
次

　

総
合
計
画
の
中
に
、
盛
り
込
み
た
い
と

　

思
い
ま
す
。
財
政
も
含
め
た
課
題
の
解

　

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
私
は
実
現

　

し
た
い
計
画
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◇
国
際
交
流
施
設
は
必
要
か
。
ま
た
、
フ

　

リ
ー
ゾ
ー
ン
の
開
発
に
つ
い
て
、
も
っ

　

と
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
。

◆
国
際
交
流
施
設
は
、
潮
芦
屋
地
区
の
地

　

域
開
発
に
お
い
て
必
要
な
建
物
で
あ
る

　

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー

　

ゾ
ー
ン
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん

　

へ
の
、
早
い
段
階
で
の
情
報
提
供
と
、

　

意
見
を
聴
く
機
会
を
持
つ
よ
う
、
企
業

　

庁
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
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◇
待
機
児
童
に
つ
い
て
、
今
後
具
体
的
に

　

ど
う
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

◆
来
年
四
月
に
、
春
日
町
に
六
十
人
規
模

　

の
民
間
保
育
所
が
開
設
予
定
で
す
。
待

　

機
児
童
に
つ
い
て
一
定
の
解
消
が
図
ら

　

れ
る
と
思
い
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育
所

　

と
の
一
元
化
な
ど
、
今
後
も
待
機
児
童

　

解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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私
は
、
芦
屋
生
ま
れ
の
芦
屋
育
ち
で
す
。

　

そ
の
地
元
芦
屋
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
か
か
わ
り
始
め
た
の
は
、
私
が
ま
だ

会
社
勤
め
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
で
す
。

　

会
社
に
い
る
こ
ろ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
っ
て
も
、
土
曜
・
日
曜
に
し
か
活
動

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
十
二
年
に

退
職
し
て
か
ら
は
、
う
ん
と
活
動
範
囲
が

増
え
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
い
ろ
ん
な

人
と
知
り
合
え
ま
す
し
、
仕
事
で
学
ん
だ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知
識
も
、
今
は
社
会
貢

献
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
よ
。

　

そ
の
中
の
一
つ
、「
日
本
宇
宙
少
年
団
」

は
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
、

現
在
、
全
国
に
百
二
十
九
の
分
団
が
組
織

さ
れ
、
約
三
千
人
の
団
員
、
約
八
百
人
の

　
　
　

ボ 
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

リ
ー
ダ
ー
と
と
も

　
　
　

に
、
活
発
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
宇

宙
教
育
実
践
活
動
の
拡
充
を
目
指
し
、
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）と
の

本
格
的
な
連
携
・
協
力
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
団
体
は
、『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
や

『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
な
ど
で
有
名
な
、

Ｓ
Ｆ
漫
画
作
家
の
松
本
零
士
氏
を
理
事
長

に
、
団
長
に
は
毛
利
衛
元
宇
宙
飛
行
士
を

仰
ぐ
、
文
部
科
学
省
の
外
郭
団
体
で
す
。

　

そ
し
て
、
わ
が
六
甲
分
団
は
、
平
成
六

年
七
月
十
七
日
に
結
団
、
翌
年
精
道
コ
ミ

ス
ク
に
登
録
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
分
団
長
は
、
精
道
町
に
住
ん
で

い
た
古
林
さ
ん
で
し
た
が
、
私
は
こ
の
か

た
の
紹
介
で
、
平
成
七
年
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
私
が
分
団
長
を
引
き
継
い
だ
の
は
、

平
成
九
年
。
ロ
シ
ア
の
宇
宙
飛
行
士
の
ア

レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
セ
ル
ブ
ロ
フ
氏
を
芦
屋

に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
た
年
で
し
た
。

　

思
え
ば
、
す
で
に
精
道
中
学
時
代
に
、

理
科
の
先
生
が
天
体
観
測
を
し
て
く
れ
て
、

土
星
を
見
て
感
動
し
た
こ
と
が
、
入
団
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
後
、
私
が
大
き
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
宇
宙
へ
の

夢
や
感
動
を
伝
え
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

六
甲
分
団
で
は
、
現
在
、
天
体
観
測
や

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
観
察
な
ど
を
、
毎
月
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
カ
ヌ
ー
で
、

香
枦
園
浜
へ
砂
浜
を
見
に
行
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
七
月
二
十
六
日
に
は
、
総

合
公
園
で
、
初
の
「
水
ロ
ケ
ッ
ト
近
畿
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
近
畿
二
府
三
県

の
五
分
団
の
小
学
四
年
生
以
上
で
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
飛
距
離

や
定
点
距
離
の
競
技
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
選
考
さ
れ
た
四
人
が
、
名
古

屋
で
の
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
、
宇
宙
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
機

会
に
な
れ
ば
と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
個
人
の
夢
で
す
か
。
そ
う
で
す
ね
。

日
本
宇
宙
少
年
団
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
あ
る

の
で
、
有
効
期
限
の
二
〇
三
三
年
ま
で
に
、

宇
宙
へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
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昭
和
十
六
年
一
月
一
日
、
芦
屋
市
生
ま

　

れ
。
現
在
、
日
本
宇
宙
少
年
団
・
六
甲

　

分
団
長
の
ほ
か
、
あ
し
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

運
営
委
員
、
社
会
福
祉
法
人
の
ぞ
み
会

　
（
浜
風
の
家
）評
議
委
員
、
さ
ら
に
読
売

　

新
聞
わ
い
ず
倶
楽
部
の
地
域
交
流
会

　
「
芦
屋
交
流
会
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

　

地
元
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
精

　

力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

浜
芦
屋
町
在
住
。
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　市では、良好な環境を守り、次の世代に継承していくため、環境への負荷
の低減に率先して取り組むとともに、地球温暖化防止の対策として温室効果
ガスの削減に向けた行動計画として、「第２次芦屋市環境保全率先実行計画」
を実施しています。
　「第２次芦屋市環境保全率先実行計画」は、市役所が一事業者・一消費者と
しての立場から、市のすべての事務・事業および施設を対象に、平成18年度
から22年度までの５カ年計画として取り組んでいます。ここでは、平成20年
度の状況についてお知らせします。
　温室効果ガス総排出量については、17年度を基準として、３％以上削減を
目標としていましたが、1.6％増の結果になりました。
　平成22年度までに目標数値に達成できるよう、職員１人１人の日常的な取
り組みを徹底していきます。※詳細は、市ホームページをご参照ください。
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1.6 ％増37,765.0
（ｔ－CO2）

37,182.6
（ｔ－CO2）
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12.8 ％減
123.3 ％増
1.2 ％増
51.5 ％増
23.4 ％減
0.9 ％増

1,003,810 �
6,390 �
46,950 �
4,675 �
64,895 �
18,694 �

1,151,513 �
2,862 �
46,374 �
3,085 �
84,758 �
18,532 �
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0.9 ％減31,704,309 kＷh31,997,434 kＷh�������	�
�������	
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8.2 ％減288,539 �314,336 ���������
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12.1 ％増16,577.3千枚14,790.5千枚
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22.8 ％増11.3 ％
（16/142台）

9.2 ％
（15/162台）
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28.6 %増110,560 �85,990 ��������	�
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���　８月27日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　小島
信夫作「抱擁家族」（挽きたてのコーヒーとともに）　���　作家・柳谷郁子
氏　���　16人　����　2,300円　�����　上記へ

���������������	
��

���　９月４日・10月30日・11月６日（金）午後
１時40分～３時40分　���　講義室　���　
筆を使って描く「ブラッシュライティング」の基本
���　カリグラファーズ・ギルド会員・林綾子
氏　���　先着16人　����　3,000円（３回
分前納・教材費別）　�����　上記へ

　平成22年11月10日「市制施行70周年」を記念し、市では、
70周年記念の取り組みとして、市民の皆さんに撮影してい
ただいた芦屋の美しい風景を、記念写真集「芦屋の四季・70
選」に掲載、未来へと芦屋の景色を残していきたいと考えて
います。今回募集分の締め切りは、10月５日（月）です。
　今年は雨の日も多かったですが、移り行く季節のきらめ
きを、ぜひ皆さんの手で写真に留めておいてください。
　多くの皆さんのご応募を、お待ちしています。

����������������������	�
������������	
��
�� � �　2009年７月～９月〈夏・初秋〉芦屋の風景セレクト
�����　＜第１期募集＞上記テーマに沿った、今年撮影した市内の風景写真　
�����　市内在住・在勤・在学のかた　
�����　カラープリント２Ｌ・デジカメプリントＡ５サイズ（１人３枚以内で）　
�����　各期ごとに、選考された作品に図書カード（3,000円）進呈　
�����　応募作品の裏面に、住所・氏名・年齢・電話番号・作品タイトル（撮影場所）・
　　　　　　撮影年月日を明記し、10月５日（月）＜消印有効＞までに、郵送または持参で
　　　　　　下記へ　
�����　選定委員により、各期ごとに10点～20点を選考　
�� � �　作品は、未発表の写真に限ります。応募作品の使用権は市に帰属し、作品は
　　　　　　返却しませんので、ご了承ください。
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���　10月21日（水）午後７時開演〈６時30
分開場〉　���　ルナ・ホール＜全席指定＞
���　アリシア＆ネストルフラメンコ舞踊
団　���　3,000円（当日3,500円）　����
����　市民センター事務所・グリル業平・
市役所売店・ローソンチケット（Ｌコード53433）
　�������	
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大
塚　

進
康
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